
 

 

第４学年   総合的な学習の時間 学習指導案 
 

対 象 第４学年１組 児童 24名 

指導者 杉山 綾子 

対 象 第４学年２組 児童 22名 

指導者 村上 琢磨 

１ 単元名 「共に生きる」 

 

２ 単元の目標 

高齢者や障害のある方が安心して生活できるために必要なことを調べたり、体験したりすること

を通して、高齢者や障害のある方の思いに気付き、共生社会の実現について考えるとともに、自らの

生活や行動に生かすことができるようにする。 

 

３ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①街には様々なユニバーサルデ

ザインがあることを知り、誰

もが安心して生活するために

必要なことについて理解して

いる。 

①高齢者や障害のある方が安心

して生活できるようにするに

はどうしたらよいかを考え、

分かりやすくまとめている。 

①共生社会の実現のために、自

分でできることに取り組むこ

とを通して、自分と身近な環

境との関わりを見直そうとし

ている。 

 

４ 単元設定の理由 

（１）児童の実態 

今まで社会科や道徳科でこどもたちは「共に生きる」をテーマに学習を行ってきた。そこで、児童

がバリアフリーについてどのように捉え、考えているのかを調べるため、アンケート調査を行った。 

４年１組 

【羽田の街についてのアンケート】（質問紙法により７月 18日実施 ｎ＝23） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４年２組 

～考察～ 

羽田の街の安全についてアンケートを取ると、23人中 13～14人は「とてもそう思う」という結

果であった。このように、自分にとって安心・安全であるならば、どの人にとっても安心・安全で

あると捉えていることが分かる。また、安心・安全であると考えた理由に関しては「不審者が出な

いから」、「地震がないから」などに留まり、羽田の街や学校のバリアやバリアフリーについて言

及している児童はいなかった。一方で、漠然と安全ではないと感じている児童も１～２名いること

が分かった。 
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【羽田の街についてのアンケート】（質問紙法により７月 18日実施 ｎ＝23） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１組、２組共にこの学習を通して、児童が障害者や高齢者など様々な人の人権を自分事として捉

え、「自分にもできる共生の在り方」に気付き、実際の行動へとつなげていくことを目指していく。 

 

（２）教材について 

ア本単元の学習指導要領の位置付け 

本単元の探究課題は学習指導要領第２の３（５）で例示されている『現代的な諸問題に対する横断

的・総合的な課題』の解決にあたる。また、第２の３（６）を踏まえて、知識・技能について社会科

の知識や特別の教科道徳の価値項目と関連付けることができるとともに、思考力・判断力・表現力に

ついて、課題の設定・情報の収集・整理分析・まとめ・表現などの探究的学習の過程で発揮できるよ

うにする。 

 

イ教材と系統性 

本教材は、身近な地域や社会に目を向けながら、共生社会の実現について考えることを通して、

「自分ごと」として人権や多様性の課題に向き合うことをねらいとしている。高齢者や障害のある方

にとっての「困り感」や「バリア」に気付くことは、日常の中にある他者の視点に立つ第一歩である。

児童が直接体験したり、地域の実際の施設を訪れたりすることによって、教科書では得られない実感

を伴った理解につなげていくことができる。また、羽田という地域は、観光客や高齢者、外国人など、

さまざまな人々が行き交う場である。だからこそ、共生社会に必要な「ユニバーサルデザイン」や

「心のバリアフリー」の考えを、現実の場面に即して捉えることができる。この題材は、地域・福祉・

人権といったテーマを横断しながら、児童一人一人の社会参画意識を育てることができる実践的な

価値をもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

「教科の系統」 

○３年‥‥社会科：地域の施設や交通 

     道徳科：教材名「マサラップ」 

○４年‥‥社会科：地域の発展（福祉・環境） 

     道徳科：教材名「思いやりのかたち」 

○５年‥‥社会科：日本の国土・産業・情報 

     道徳科：教材名「誰もが幸せになれる社会を」 

～考察～ 

羽田の街の安全についてアンケートを取ると、22人中 12～15人は「そう思う」という結果であ

った。このように、自分にとって安心・安全であるならば、どの人にとっても大体安心・安全であ

ると捉えていることが分かる。また、安心・安全であると考えた理由に関しては「怖い思いをして

いないから」、「困っていないから」などに留まり、１組同様、羽田の街や学校のバリアやバリア

フリーについて言及している児童はいなかった。 
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ウ指導観 

本単元では、児童が自ら「気付き」「問い」「調べ」「考える」探究的な学びの過程を重視する。

特に、「障害」や「高齢」といった外から見える属性だけでなく、「どんなときに困るのか」「どの

ような工夫があると安心できるのか」といった内面への想像力を働かせることが中心となる。 

第８時では、これまでの体験（白杖・車いす・高齢者体験）や調べたことを基に、羽田空港という

現実の場に視点を向け、見学に向けた問題意識をもたせる。本時のような「予想→実地→振り返り」

という構成は、単なる知識の獲得にとどまらず、他者の立場で考えようとする態度を育てる基盤とな

る。 

また、ICTの活用や話合い活動を通して、自分の考えを言語化・共有・選択するプロセスを大切に

し、研究主題である「自分も相手も大切にする言語能力」の育成を図っていく。特に、バリアを可視

化するという行為そのものが、他者理解と自己変容への扉となり、探究的な学びの質を高めていくと

考える。 

                                                               

５ 人権教育の視点 

   障害者との交流や調べ学習等を通して、障害者の生活について理解を深めるとともに、障害者に   

対する偏見や差別意識を解消するために、障害がある人もない人も思いやりをもって支え合うこと

ができる共生社会を実現しようとする意欲や態度を育む。 

 

６ 研究主題に迫るための手だて 

〇自分も相手も大切にする言語能力を育成するために取り入れる言語活動 

【根拠をもって説明する力】 

・体験や調べたことから得た事実や気付きを、具体的な根拠とともに言葉にし、聞き手に伝わるよう

に話したり、書いたりする活動を取り入れる。 

・グループ内での共有や、スライド作り、ワークシートへの記述などを通して、状況や感情を整理し

て表現する力を高める。 

 

【相手の立場で考え、対話しようとする力】 

・意見交流や話合いの中で、相手の考えを受け止めた上で自分の意見を述べる場面を作る。 

・言語活動を通して、互いの経験や視点を認め合い、協働的に探究する態度を育てる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

７ 学習指導計画・評価計画（全 13時間扱い） 本時 ４－１ 13／13  ４－２ 12／13 

 

時 〇学 習 活 動 ＊人権教育に関わる留意点等 ◆研究主題に迫るための手だて ◇評価 

１ 〇穴守稲荷駅の設備から、バリア

フリーの存在、様々な困難を感

じる人がいることを知る。 

〇羽田の街が、誰もが安心して過

ごせる街にするために必要なこ

とについて、学習課題を見いだ

す。 

 

 

＊◆自分の周りの施設・設備、環境について、具体的にどの

ような配慮がされているかに気付かせ、交流させる。 

◇障害のある方の視点に立って考えようとしている。 

 ＜思－①＞（発言・ワークシート） 

２ 〇知的障害について知るワークシ

ョップを通して、感じたり、気付

いたりしたことを話し合う。 

＊◆障害の名称だけではなく、困っていることやサポートの

方法にも注目させる。 

◇障害者が困っていることやサポートの方法に関して知り、

自分のできることを考えている。  

 ＜思－①＞（発言・ワークシート） 

３

４ 

〇補助犬のワークショップを通し

て、感じたり、気付いたりしたこ

とを話し合う。 

〇高齢者体験・介助体験を通して、

感じたり、気付いたりしたこと

を話し合う。 

＊実際に困難さを感じることで、介助の必要性や適切な介助

の仕方に気付かせる。 

◆班ごとに協働して取り組めるようにする。 

◇実際に体験することで、障害となるバリアやそれを取り除

くバリアフリーを目指すために自分にできることは何か

考えている。 

＜知－①＞（発言・ワークシート） 

５ ○車いす体験・白杖体験・介助体

験を通して、感じたり、気付いた

りしたことを話し合う。 

 

＊操作のしやすさや安全性の確保など、様々な工夫がされて

いることに気付かせる。 

◆班ごとに協働して取り組めるようにする。 

◇実際に体験することで、障害となるバリアやそれを取り除

くバリアフリーを目指すために自分にできることは何か

考えている。 

＜知－①＞（発言・ワークシート） 

６ 〇学んだことを踏まえて、実際に

バリアフリーを見付けに行くこ

とを知る。 

〇様々な困難さを感じる人が安心

して生活できるために必要なこ

とについて、学習課題を見いだ

す。 

＊児童の興味や関心に応じて、グルーピングする。 

◆班ごとに協働して取り組めるようにする。 

◇様々な困難さを感じる人が安心して生活できるために必

要なことについて、学習課題を見いだしている。  

＜思－①＞（発言・ワークシート） 

７ 

８ 

○羽田空港見学に向けた計画を立

てる。 

＊羽田空港にどんなバリアがあるかを予想させる。 

◆班ごとに意見をまとめさせる。 

◇バリアフリーに気付き、どんなバリアがあるかをまとめて

いる。                  ＜思－①＞ （ワークシート） 

羽田を誰もが安心して過ごせる街にするために、できることは何かを考えよう。 



 

 

９ ○羽田空港国内線・国際線第二タ

ーミナルの施設は、障害のある

方や高齢者にとってどのような

工夫がされているかを見学す

る。 

＊◆役割を分担し、協力して理解を深めるようにする。 

◇バリアフリーに気付き、どんなバリアがあるかをまとめて

いる。                   ＜思－①＞（ワークシート） 
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4-2

本

時 

○見学したことを踏まえて、学習

課題について気付いたことや分

かったこと等をグループごとに

まとめ、整理する。 

〇前時までに調べたことを発表す

る。 

＊◆『心のバリアフリーノート』を活用し、バリアフリーに

関する基本的な理解を深めるようにする。 

◇表現方法を工夫し、分かったことや気付いたことをまとめ

ている。          ＜思－①＞（観察・ワークシート等） 
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4-1 

本

時 

〇学習を振り返り、学んだことに

ついて話し合い、共生社会の実

現に向けて自分の考えを「行動

宣言」「区長への提案」にまとめ

る。 

＊◆『心のバリアフリーノート』を活用し、４つのバリア（①

物理的バリア・②制度的バリア・③文化、情報面でのバリ

ア・意識上のバリア）があることを改めて確認し、それら

を解消するための方法を考えるようにする。 

◇４つのバリアを解消するための方法を考えている。 

＜主－①＞（観察・ワークシート） 

 

 

８ ４年１組の本時の指導（13／13） 

（１）本時の目標 

   これまでの学びや体験、見学をふり返り、誰もが安心して暮らせる社会について自分の考えをも

ち、行動宣言や提案に向けた考えを深める。 

 

（２）展開 

 〇学習活動  

・予想される児童の反応 
＊人権教育に関わる留意点等 

◇評価【評価方法】 

◆研究主題に迫るための手だて 

 

導

入 

 

〇これまでの学習を振り返り、本時

のめあてと流れを確認する。 

・様々な立場の人が過ごしやすいよ

うに工夫されていることが分かっ

た。 

 

 

＊本時の流れを掲示する。  

 

 

 

展

開 

 

〇写真や動画で羽田の街の様子を見

て、誰もが安心して暮らせる社会

にするためにできることを考え

る。 

①個人で考える。（その際、根拠を明

確にする。） 

・高齢の方や視覚障害者の方が荷物

を持っていたら、『手伝いましょう

か』と言いたい。 

＊一方的な「守る・助ける対

象」として捉えるのではな

く、誰もが対等な存在とし

て尊重されるべきであるこ

とを見直せるようにする。 

＊「かわいそう」「〇〇できな

いから〇〇してあげる」な

ど、心のバリアとして表現

が適切でない場合は、場面

 

 

 

 

◆話型を使い、根拠を示しな

がら自分の意見をまとめた

り、広げたりするようにす

る。 

 

羽田の町で誰もが安心して暮らせる社会について考えよう。 



 

 

・羽田空港のように、学校の階段にも

手すりがあったほうがよいと思

う。 

・「かわいそう」と思うよりも、「一

緒にできることって何だろう」と

考えていきたい。 

② 考えをグループで共有し、友達の

視点に気付く。 

・そんな考え方もあるのか。 

・そういう工夫もあるのか。 

③自分の考えを整理し、行動宣言や

提案のアイデアをまとめる。 

・ぼくは、高齢の方が荷物を持ってい

たら、自分から『手伝いましょう

か』という。また、他にも困ってい

るかもしれないと思ったら、まず

は声を掛ける。 

ごとに問い返し、言葉の言

い換えの支援を行う。 

＊友達の意見を否定せず、互

いの感じ方の違いを大切に

する交流になるようにす

る。 

＊「心のバリア」についても考

えられるよう、行動だけで

なく意識の変化にも価値が

あることを教師が認め、言

語化を促す。 

 

 

 

 

 

 

◇友達の考えを受けて自分の

考えを広げようとしてい

る。 ＜主－①＞【観察】 

 

◇具体的な根拠をもって考え

を表現している。 

＜思－①＞【ワークシート】 

 

ま

と

め 

〇振り返りを行う。 

・羽田の街をよりよくするためのア

イデアを出すことができた。 

・バリアフリーについて学んだこと

を生かして生活したい。 

＊児童の想いを、地域へ発信

することで社会参画意識が

高まるようにする。 

★スプレッドシートに振り返

りを入力する。 

◆羽田の街をよりよくしたい

という気持ちを肯定的に受

け止めるようにする。 

 

９ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

羽田の町で誰もが安心して 
暮らせる社会について考えよう。 

それぞれのグループの視点 

今までの学習が想起できる写真 

こんな羽田の町に！ 
・高齢の方が荷物を持っていたら… 
・羽田空港のように、学校の階段にも… 
・「かわいそう」と思うよりも… 



 

 

１０ ４年２組の本時の指導（12／13） 

（１）本時の目標 

  羽田空港見学で見付けた、誰もが安心して過ごすために考えたことを発表したり、発表を聞いたり

することで理解を深める。 

 

（２）展開 

 〇学習活動  

・予想される児童の反応 
＊人権教育に関わる留意点等 

◇評価【評価方法】 

◆研究主題に迫るための手だて 

 

導

入 

 

〇これまでの学習を振り返り、本時

のめあてと流れを確認する。 

・羽田空港の見学に行ってきて、グル

ープごとに工夫を見付けてきた。 

 

 

＊本時の流れを掲示する。 

 

 

 

 

 

展

開 

 

〇グループごとに学んできたことを

確認する。 

①各グループが見付けてきた工夫を

発表する。 

・羽田空港には、高齢の方が安心して

階段を利用するための手すりがあ

った。 

②聞き手は、聞いて考えたことをワ

ークシートまたはスプレッドシー

トに書く。 

・自分にとっては利用しなくてもよ

いものでも、様々な立場の人のこ

とを考えると絶対にあった方がよ

いと思った。 

③グループごとに感想交流をする。 

・ユニバーサルデザインは障害があ

る人だけでなく、みんなが安心し

て使える。 

・空港は様々な利用がしやすくなっ

ていることが分かった。 

 

 

＊なぜそう考えたかの根拠を

言葉で説明できるように促

す。 

 

 

＊他のグループの意見を肯定

的に受け取め、自分の考え

をまとめられるように促

す。 

＊自分の学びに、友達の考え

を取り入れてまとめられる

ようにする。 

 

◆電子黒板やタブレット画面

に表示された考えをよく見

て、理解が深まるようにす

る。 

 

 

 

◇聞き手を意識して根拠立て

て説明している。 

＜思－①＞【ワークシート・

スプレッドシート】 

 

 

 

◇様々な視点でユニバーサル

デザインがあることを知

り、自分の今までを見直そ

うとしている。 

＜主－①＞【観察】 

ま

と

め 

〇振り返りを行う。 

〇次時の予告を聞く。 

＊「共に生きる」とはどういう

ことか、考える。 

★タブレットで振り返りを行

う。 

 

 

 

 

 

 

羽田空港で見付けた工夫と、誰もが安心して過ごすために考えたことを発表しよう。 



 

 

１１ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

羽田空港で見付けた工夫と、誰もが安心して

過ごすために考えたことを発表しよう。 

それぞれのグループの視点 

羽田空港見学での様子が分かる写真 

他のグループの発表を聞いて考えたこと 


